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概要 トセパ ン協同組合(メ キ シコ)は,持 続可能な森林経営 とコー ヒーの生産を両立 させ

る取 り組みを行 いなが ら,マ イ クロファイナ ンスの導入 によって,地 域住民の生活の安定を

目指 してい るグルー プであ る。 トセパ ンの取 り組み につ いて,持 続可能性指標に よる評価を

行 うため,事 業内容 と生産基盤の関係 に着 目した。事業 は,森 林農法 によるコー ヒー栽培を

中心 としなが ら,複 数の作物の育成 とエ コツー リズ ム事業の育成 により,多 角化を図 ってい

る。 いずれ も森林資源を活用す る事業であ り,無 理のな い展開であ る。新規事業の展開 と会

員の拡大 という面で は,ト セパ ン トミンが組織を支え る役割を果た して いる。同銀行が持つ

啓発機能 は,住 民の生活を安定化 させ る役割 も果た して いる。
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1.は じ め に

1987年 に持続可能な発展概念が提示されて以来,地 域の発展を環境保全と両立 して進め

ることの必要性は広 く認識されてきた。途上国援助の場面でも,持 続可能性に配慮 した開

発方法 ・援助方法が模索されている。 しか しなが ら,個 々の案件では環境保全よりも,開

発による便益が重視される傾向にある。現状では,具 体的な手法の開発 も課題ではある

が,将 来的な,持 続可能な社会の具体像自体も模索が続いており,い くつかのモデルケー

スの提示が求められている。

気候変動に関する政府間パネルの報告などに見 られるように,世 界中で気候変動の リス

クが認識されるとともに,具 体的な兆候とされる現象が観察されている。途上国において

も,平 均気温の上昇や降雨パターンの変化,台 風の巨大化などの影響で,森 林破壊の進行

による生態系破壊の危険性が高まっている(IPCC;2007)。

持続可能な発展とは,「将来の世代の欲求を満たしつつ,現 在の世代の欲求も満足させる

ような開発手法」である。同概念は,1987年 環境と開発に関する世界委員会(ブ ルン トラ

ント委員会)で 提案され,1992年 の地球サ ミットで国際社会の目標として共有された。

具体的にどのような開発手法や経済発展の経路が持続可能であるといえるのかについて

の合意は未だないが,持 続可能性を評価する指標の開発は試み られている。我々の生活は

資本が生み出すサービスに支え られているという点に着目し,経 済発展の過程でおこる資

本量の変化に着目することが一般的である。ただ しここでいう資本には,社 会資本などの

人工資本に加えて,鉱 物資源などの天然資源や森林や海などの自然の生態系といった 「自

然資本」 も含んでいる。ハー トウィックは,自 然資本が減少 していても,人 工資本が増加

することで資本の総量が変わ らないか,増 加 していれば持続可能性が維持されているとい

う 「弱い持続可能性」指標を提案 した。これに対 して,Daly(2008)は,人 工資本は時間

とともに減耗 していくので,長 期的な評価のためには,自 然資本の変化に着目することが

適切であるとして,「自然資本が減少 していないこと」という強い持続可能性概念を提唱 し

た。

ダスグプタ(2007,p.173)は,「 ある経済の生産的基盤は,人 工資本,人 的資本,自 然

資本,知 識だけでな く,制 度をも含む。 これらが合わさって,財 ・サービスの生産,分 配,

そして利用を決定する。ある社会の生産基盤とはその福祉の源である。」 と指摘する。

人々が地域で生活 し続けるためには,地 域に対する福祉(さ まざまなサービス)が 継続
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的に提供される必要がある。持続可能性を評価するための指標として,本 研究ではダスグ

プタの生産基盤に着目した。生産基盤の維持管理体制と,そ れをべ一スとして生み出され

る事業のパフォーマンスを,メ キシコにおけるケーススタディの成果をもとに分析 した。

個別地域の持続可能な発展を評価する試みははあまり見 られない。特に地域の環境保全

に加えて生活の安定性に着目して持続可能性を評価 した研究は見られない。経済学におい

てケーススタディが少ない理由は定量化 と一一般化が困難なことが原因であると考えられ

る。 しか しなが ら,持 続可能な発展のような萌芽的な概念のばあいには,概 念的な研究と

併せて,個 々のケーススタディを積み重ねることで,概 念の具体化と現実的妥当性のテス

トが可能になると考え られる。

メキシコのプエブラ州でコー ヒーを中心 とした森林農法をいとなむ トセパ ン協同組合

(TosepanTitaniske,以 下,ト セパンとする)は,生 物多様性を重視 した生産方法をとる

ことで,持 続可能な発展を目指 している。 トセパンでは,地 域の生産基盤を整備 ・充実さ

せることで安定的な生産力の確保を進めるとともに,フ ェア トレー ド(公 正貿易)と 呼ば

れる手法で,環 境保全に配慮 した生産物を消費者に届ける工夫をしている。メキシコ自体

が急速に発展する中で,同 地域もやはり近代化が進んでいる。今後さらなる近代化が予想

されるなかで,ト セパンの取組は持続可能であり続けるのか,同 組合の取組を調査 した。

トセパ ンの持続可能性を評価するために,コ ーヒーの生産場所である森と,地 域内で運

営される金融システム,組 合の運営を担う人材,歴 史 ・文化の継承の4点 が重要である。

以下の分析では,こ の4点 が地域の持続可能性を考えるうえで重要な生産基盤となると考

える。

本論文は,以 下のように構成 した。第2節 では,ト セパンの生産基盤の現状と維持管理

体制について評価 した。第3節 では,生 産基盤か ら生み出されるコーヒーをはじめとする

財やサービスを活用 した個々の事業について分析を行う。第4節 では結論として,ト セパ

ンの方向性を含めて,今 後の課題を検討 した。

2.ト セパ ン協 同組合 の生産基盤

2.1調 査概 要

トセパ ンに お け る調 査 は,㈱ ウ ィ ン ドフ ァー ム社 ス タ ッフ に よ る事 前 説 明,現 地 調 査,

事 後 的 な 問 い合 わ せ と い う3段 階 で 行 っ た。

2007年10月4日 か ら14日 の 日程 で,現 地 調 査 を 行 った。 調 査 は10日 間 に わ た り,農 場 の
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他 に,生 産 ・加工 設 備,住 居,食 生 活,近 隣 都 市 な どの 調 査 を実 施 した 。 現 地 調 査 に当 た っ

て は,㈱ ウ ィ ン ドフ ァ ー ム社 と任 意 団 体 で あ る トセ パ ンジ ャパ ンの 協 力 を 得 た 。

コー ヒー ・

オール スパ イ ス

生産

エ コツー リズ ム
生活必需品

の供給

合 サービスの活用

農地 ・森林 地域金融 人材育成
歴史 ・文

化 の継承

生産基盤

図1ト セパ ンの全体像

2.2ト セ パ ン概 要

トセ パ ン は,メ キ シ コ の プ エ ブ ラ州 の 山岳 地 方 に あ る町,ケ ツ ァ ラ ンを拠 点 と して い

る(1)。メキ シ コ シテ ィか らケ ツ ァラ ンまで の 所 要 時 間 はバ スで6時 間 弱 で あ る。

トセパ ンの 組 合 員 数 は5,300世 帯 で,ケ ツ ァラ ンを 中心 に した7つ の地 域,66の コ ミュニ

テ ィ に広 が って い る。 一一般 的 に,コ ー ヒー 栽 培 に適 して い る標 高 は600～1,200メ ー トル だ

と言 わ れ て い るが,彼 らが 暮 らす 地 域 は,標 高200～900メ ー トル に及 ぶ 。 この う ち,コ ー

ヒー生 産 を営 む 組 合 員 は,標 高400～900メ ー トル 内 に暮 ら して お り,標 高200～400メ ー ト

ル で は オ ー ル ス パ イ ス を,200メ ー トル 以 下 で は トウ モ ロ コ シや サ トウキ ビを生 産 す る組

合 員 た ちが 暮 ら して い る。(ウ ィ ン ドフ ァー ム;2007)

トセパ ンの 主 要 作 物 は コ ー ヒー とオ ール スパ イ スで あ り,両 者 で 全 体 の90%を 占 め る。

両 者 の 内訳 は作 柄 に よ って 異 な るが,コ ー ヒー の 方 が 少 し多 い程 度 で あ る。 また,主 食 で

あ る トウ モ ロ コ シ は20%程 度 を 地 域 内で の 生 産 で まか な って い る。

トセパ ンの 全 体 像 を図1に 示 した。 生 活 と経 済 を支 え る生 産 基 盤 は,森 林 農 法 に よ って

経 営 す る農 地 と金 融,人 材,歴 史 ・文 化 の 継 承 に分 け られ る。 以 下,こ れ ら につ いて 調 査

(1)ケ ツァランは,ケ ツァールの町 という意味であ る。ケ ツァール は火の鳥のモデル とも言われ る

美 しい鳥で あるが,ス ペイ ン人への献上品な どとして利用 され,調 査地域周辺で は乱獲のために

ケ ツ ァール は絶滅 した。ただ,ケ ツ ァール を神 として尊重 す る習慣 は後述す る踊 りにも色濃 く

残 ってい る。
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結 果 を紹 介 し,検 討 を行 う。 生 産 基 盤 か ら生 み 出 され る財 ・サ ー ビ ス につ いて は,次 節 で

検 討 す る。

2.3農 地

トセパ ンの主要作物であるコー ヒーとオールスパイスは,森 林農法と呼ばれる生産方法

によって生産されている。森林農法とは例えばコーヒーの単一栽 培とは異な り,一 つの農

地で多様な作物を混栽 して育成する手法である。森でできる作物は,主 なものでも20種類

以上ある。

トセパ ンの組合員がコー ヒーを栽培 している農地の大半は,天 然の森ではない。20世 紀

初頭には主に牧場であったりサ トウキビの栽培場であった。 トセパンが活動を始めた1970

年頃も,一 部がコーヒーを単一栽培する農地に変わっていた他は,状 況はほとんど変わっ

ていなかった。その後,森 林農法に取 り組み始めたことで,様 々な植物を人為的に植える

ことで,約30年 の間に現在のような一見すると自然林と見分けがつかない状態ができあ

がっている。

森林農法は,森 の生態系を維持 しなが ら,農 業を営む手法である。同じように森林の生

態系を維持する政策手法に,日 本の自然公園法があるが,こ の場合には,生 態系を保全す

るものの,木 々の伐採や搬出は認められない。そのため,自 然環境と共生 してきた人々の

営みは行うことができない。森林農法における自然と人間の関係 に近いものを探すなら

ば,い わゆる里山がそれに当たるであろう。日本の里山は,薪 炭林として地域住民が日常

的に利用する場であり,人 間が手を入れなが ら自然と共生 してきた。自然公園が存在する

ことで人は生活することはできないが,森 林農法の場合には,森 の恵を利用することで

人々は暮 らすことができる。つまり,生 態系が豊かな森林を維持 しながら生計を立てる森

林農法は,保 全と経済を両立 させる仕組みであり,「森林農法は自然公園よりもベターな解

である」と,森 林農法の研究者であるバ トリシア ・モーゲルは述べる。

森林農法にはこれ以外にも農薬の必要性が少ないことと生活を安定させるというメリッ

トがある。森の中でコーヒーを栽培することで,本 来コーヒーが望む環境,す なわち背の

高い木が作る日陰のもとでコー ヒーが成育することができる。また,コ ーヒーをはじめと

する各種の有用な作物が森の中に点在 して植え られているため,同 じ種類の植物間の距離

が適度に保たれている。そのため,病 害虫が広が りにくいうえに,生 態系が豊富なため自

然の天敵などが存在 し,害 虫の発生も少ない。

生活の安定という意味では,コ ー ヒー以外にオールスパイスやマカダミアナッツ,シ ナ
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モンが トセパ ンの現金収入として利用されている。また,商 品作物以外に生産者が自家消

費するための作物も多 く植え られているため,現 金収入が減っても,と たんに飢えること

がない。また,自 家消費用の作物も余剰分は近隣の市場で販売することもある。その他,

森に植え られている植物を表1に 示 した。

ただし,森 林農法 も,森 にコーヒーの木を植えただけで収穫が期待できるわけではない。

コーヒーについては,定 期的な切 り戻 しや植え替え,有 機肥料の補給などの管理が必要で

ある。また,さ まざまな植物が適度に分布するような知恵が必要であるため,ト セパンで

は定期的に研修を行っている。

表1森 で採取できる有用な植物

食用

その他

コ ー ヒー,オ ー ル スパ イ ス,カ ボ チ ャ,シ ナ モ ン,マ カ ダ ミア ナ ッツ,イ モ(Yuka),

柑 橘 類(数 種),レ モ ン,ハ ヤ トウ リ,バ ニ ラ,リ ン ゴ,コ リア ンダ ー(シ ラ ン ト

ロ,香 草),薬 草 数 種,蜂 蜜,ト ウ モ ロ コ シ

チ ャマ キ(装 花),建 材

2.4人 材育成

外部者や女性などさまざまなグループに,雇 用や社会参加の機会を提供することで,人

材育成と地域内での雇用を実現 している。都会か ら遠 く離れた地方で雇用を生み出すこと

は容易ではないが,自 立をうまく支援することで産業の創出を実現 している。

・外部人材の活用 森林農法を中心にした農村の活動として,ト セパンには多 くの研究者

や専門家が関わる。都会か ら研究者や専門家が訪問することで,外 部の状況を知ることが

できると同時に,外 部の視点か らの自らの位置づけを客観的に評価できる。研究者は,ト

セパ ンの活動を研究対象 として,研 究成果をあげると同時にグループに対 してア ドバイ

ザーとしての役割を果たす。また,研 究発表を通 じて,ト セパンの取 り組みを広 く紹介す

る。

研究者以外にもさまざまな技術を持った専門家が運営に関わっている。いくつか例を挙

げると,例 えば,ト セパ ンのロゴ(女 神がコーヒーの枝を持つ意匠)な どをデザインー般

を担当しているのは,メ キシコシティに住むデザイナーである。また,後 述する訪問者用

の宿泊施設である トセパンカリの建物設計と建築指導を行ったのは,プ エブラ州の州都プ

エブラに住む建築家である。同氏は比較的育成が容易で成長の早い竹を建物の骨組みとす

一6(208)一



持続可能な経済 ・生活基盤構築の試み トセパ ン協同組合(メ キ シコ)の ケー スス タデ ィ(坂 田)

る こ とで,地 元 で 手 に入 れ る こ とが で き る素 材 を活 用 し,し か も 自分 た ちで 建 て られ る建

物 を提 案 しよ う と して い る(2)。こ の他 に も,中 間技 術 を 用 いた 生 活 方 法 や,農 薬 を 使 わ な

い森 林 農 法 の 栽 培 技 術 の 確 立 な ど を担 当 して い る レオ ナル ド氏 も外 部 の 出身 で あ る。

・地域の女性の自立 地域の女性たちは日本の生活改善運動(学 校)に 似た活動をグルー

プを作って実践 している。女性団体の活動は,長 いもので28年 の歴史があり,集 落単位で

グループをつ くっている。現在14グ ループに290名 が参加 している。女性グループの活動

は当初は トセパンとは別に行っていたが,現 在は協力 して活動 してお り事実上 トセパンの

女性部会のような印象である。これは一つには,ト セパンの結成が当初は女性主導で行わ

れたという歴史的な背景もある。

グループでは,年 長の女性か ら伝統的な技法や文化(刺 繍の方法や集落特有の柄など)

を学ぶほか,新 しい情報 も積極的に取 り入れ,共 有する役割 も持 っている。2005年 からは,

料理コンテス トを開催 している。地域の伝統料理だけではな く,イ タリアンやフレンチな

ど外国の技法を組み合わせた料理も出品され,受 賞 している。

女性グループはグループ内,グ ループ間の交流をベースにして,収 益事業を行 っている。

起業のために必要な資金は後述する地域の金融機関である トセパン トミンから借 り入れ,

店舗(パ ン屋,手 工芸品屋,雑 貨屋,建 材屋)や 工場(ト ルティーヤ工場)を ケツァラン

に開業 した。伝統的な手工芸品を製作 し販売する工房ももうけている。この工房では製品

の製造以外にも手芸体験などの地域文化を知るための体験学習も提供 している。体験学習

は,ト セパ ンで進めるエコツー リズムと連動 している。

・ トセ パ ンの メ ンバ ー トセ パ ン で 中 心 的 な活 動 を担 って い る人 々 は非 常 に若 い。 代 表

は,30代 半 ばの ナサ リオ で あ る。 ナサ リオ 以 外 の ス タ ッフ も大 半 が20代 か ら30代 で あ る。

これ に対 して,ト セ パ ン トミ ンの 代 表 で あ る アル バ ロ は,設 立 当 初 か らの メ ンバ ー で あ り

60前 後 で あ る。 トセパ ンの 理 事 も60代 が 多 い。 古 参 メ ンバ ー が理 事 と して 後 見 す るな か

で,運 営 を徐 々 に若 者 に任 せ て い る。

トセパ ンの 中心 地 で あ る,ケ ツ ァ ラ ン に は雇 用 は ほ とん どな い。 農 業 を 継 ぐ以 外 の 若 者

は本 来,地 域 を離 れ て 大 都 市 に 出 ざ るを 得 な い。 しか しな が ら,現 在 の 厳 しい経 済 環 境 の

(2)た だ し,プ エ ブラ州で は竹 は自生 して いない。そのため,ト セパ ンで は建材用 に竹を特別 に栽

培 してい る。木材を販売用に回 して いることと,木 よりも成長が早いため,地 域 にとって栽培す

る価値のあ る資源 と考え られて いる。
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も とで は,例 え ば メ キ シ コ シ テ ィ に 出て も暮 ら して い くの は容 易 で はな い。 そ こで,ト セ

パ ンが 若 者 を雇 用 す る こ とで,若 者 が 地 域 か ら流 出す る こ とを 防 いで い る。 例 え ば,筆 者

が 訪 問 時 に主 に交 流 した トセ パ ンの ス タ ッフで あ るオ ク タ ヴ ィオ ・オ ドゥン ・ホセ の 三 名

も トセパ ンが な けれ ば都 市 に行 か な けれ ばな らな か っ た。 オ ク タ ヴ ィオ とオ ドゥン は,家

が 自作 農 で は な い た あ に 地 域 に残 って 農 業 を 営 む こ と は そ もそ も で き な い。 ホ セ の場 合

は,ト セパ ンの 創 立 メ ンバ ーの 孫 で あ るが,長 男 で はな く,実 家 の 跡 を 継 ぐこ と はで きな

い。 その よ うな 若 者 た ちを グル ー プが 雇 用 す る こ とで 地 域 に残 って い る。

この 他 に も,ト セ パ ン トミンで 地 域 に対 す る広 報 を 行 う ス タ ッフの 例 で も,ト セ パ ンの

仕 事 が 魅 力 的 で あ る と述 べ た。 この ス タ ッフ(テ イ リー)は,20代 前 半 の 女 性 で,元 教 師

で あ る。 女 性 の 場 合 に は,優 秀 で あれ ば都 市 に 出 る以 外 に,地 域 の 教 師 にな る と い う選 択

肢 も あ る よ う だ。 しか しな が ら,教 師 は 社 会 的地 位 が 高 い職 業 で は な く,「教 師 にな る しか

な い」 と い う側 面 が あ る よ うだ 。 テ イ リー の 場 合 に は,教 師 を続 け る よ りも トセ パ ンで 働

くこ と を選 ん だ。 今 後 もで き る限 り働 き続 け た い と述 べ て い た。

表2預 金 ・貸出残高の推移

貸出総額 預金総額

2003 8 7

2004 11 9

2005 15 5

2006 25 25

2007 37 32

単位:百 万ペ ソ

※2007年 は9月 までであ る

2.5金 融

トセパ ン トミ ンは1998年 に設 立 が 決 定 され,翌 年,業 務 を 開始 して い る金 融 機 関 で あ る。

現 在 は,国 公 認 の 金 融 機 関 とな るべ く,手 続 き を進 めて い る。 トセ パ ン トミン と い う言 葉

は,現 地 の人 々 が 使 う ナ ワ ッ ト語 で,「 み ん な の お金 」 を意 味 す る。 自分 た ち で必 要 な お

金 を 自分 た ち で 集 め て,み ん な の た あ に使 お う と い う趣 旨 で あ り,地 域 住 民 の 生 活 の 質

(QualityofLife)の 向 上 を 目的 と して い る。

預 金 ・貸 し出 しの 状 況 を 表2に 示 した。 貸 出総 額 ・預 金 総 額(残 高)と も に順 調 な 成 長

を見 せ て い る。 貸 出総 額 が 預 金 総 額 を 上 回 るの は,貸 出総 額 が 貸 出累 計 額 で あ るた めで あ

る と思 わ れ るが,こ の 点 は十 分 に確 認 で きて いな い。 この 間,加 入 者 数 も増 加 して お り,
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調 査 時 点 で は5,300人 で あ っ た。 現 在 で は トセパ ン トミ ンに預 金 を持 つ こ とが トセパ ンの

組 合 員 の 要 件 とな って い る た め,ト セ パ ンの 組 合 員 数=加 入 者 数 で あ る。 な お,組 合 員 で

あ る こ と と生 産 者,あ る い は有 機 コー ヒー の 生 産 者 で あ る こ と は異 な る概 念 で あ る。

同行 の 主 な機 能 は,住 民 へ の 貸 し付 け に よ り,住 民 の 生 活 を 安 定 させ る こ と と,ト セ パ

ン内で の さ ま ざ まな 事 業 に投 資 ・融 資 を行 う こ とで 資 金 提 供 す る こ とで あ る。 これ らの 事

業 全 体 を行 う た め に,ス タ ッフを30名 程 度 雇 用 して い る。

途 上 国 の 一 般 的 な 住 民 は,資 金 が 必 要 にな って も低 利 で 融 資 を 受 け る機 会 は少 な い。 一

般 的 に は貸 し付 け利 子 率 が100%を 超 え る こ と も珍 し くな い。 途 上 国 が 先 進 国 と比 べ て 利

子 率 が 高 いの は,イ ン フ レ率 が 高 い こ とが 一 つ の 要 因 で,2007年 当 時 の メキ シ コの イ ン フ

レ率 は平 均 して7%程 度 で あ り,一 般 的 な 貸 し付 け利 率 は イ ン フ レ率 を 考 慮 して も先 進 国

よ りも高 い(3>。

トセパ ン ト ミンは,住 民 の 生 活 の 質 の 向上 を 目的 と して 設 立 さ れ た(4)。地 域 住 民 の た め

の 金 融 機 関 と して マ イ ク ロ フ ァ イ ナ ンスの 役 割 を 果 たす と 同時 に,地 域 産 業 へ の 資 金 供 給

の 役 割 も担 って い る。 ま た保 険 事 業 も営 ん で い る。

マ イ ク ロ フ ァイ ナ ンス と して は,具 体 的 に は住 民 が 必 要 な と き に資 金 を 借 りられ る仕 組

み を作 る こ と と,貸 出金 利 を低 く して,借 り入 れ が 住 民 の 生 活 を破 綻 させ るの で はな く,

改 善 す る こ と に貢 献 す る こ とを 目的 と して い る。

地 域 産 業 へ の 資 金 供 給 と して は,自 前 で 銀 行 を 設 立 した こ とで,ト セ パ ン 自身 の 事 業 の

幅 も広 が って い る。 それ まで は補 助 金 や 外 部 か らの 借 り入 れ に依 存 して いた が,自 ら調 達

した資 金 で 自 由 に事 業 を 展 開 で き る よ う にな っ た。 トセ パ ンが2006年 に購 入 した 生 豆 の 焙

煎 か ら袋 詰 め を一一貫 して 行 う機 械 も トセ パ ン トミンか らの 借 り入 れ に よ る もの だ 。

・預金の必要性 従来,零 細農民や小作農であったナワットの人々は貧 しかったことと,

金融機関の利用が不便であったことか ら,貯 蓄の習慣は根付いていなかった。必要なもの

は現金が入ったときに購入するのが一般的であった。貯蓄がないために,生 活の中で急に

現金が必要になったばあいには,高 利貸 しから100%以 上の利子率で借 り入れることとな

る。稼ぎ手が病気になったばあいや,コ ー ヒーの不作が続いたばあいには,こ れらの資金

(3)1994年 のNAFTA締 結 と95年 の通貨危機 を経験 した後,経 済は徐 々に安定 の方向 に向か って

いる。政府 は3%前 後のイ ンフレターゲ ッ トを設定 し,こ れを 目指 して いる(国 際金融情報セ ン

ター(JCIF)よ り)。

(4)な お,生 活の質の向上 とい うキー ワー ドは トセパ ン自体の 目的で もあ り,滞 在中,折 に触れて

言及 された。
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に頼ることにな り,そ の後長期にわたって苦 しい支払いが続 く。最後には農地を失い小作

農になったり,家 族を長期の労働に出さなければな らないケースも多い。

トセパ ントミンは,こ のような問題を解決するたあに,預 金の習慣付けと利便1生の向上,

そして低利の貸 し付け制度の充実といったさまざまな工夫を行っている。 トセパン トミン

が人口7万 人の地域で5,300口座 もの口座を短期間で開設できたのは,こ れ らの努力の成

果であると考え られる。

預金の習慣付けについては,預 金の必要性とお金を貯める方法(現 金収入の方法と現金

の節約方法)に 関する啓発努力を行っている。預金の習1貫が根付いていない地域で預金を

して もらうためにはまず,預 金をすることのメリットを説明 している。

啓発活動では,預 金をする余裕を生み出す方法を説明することが,預 金を獲得するため

に有効であったと担当者は述べている。具体的には,ま ず,い かにして日々の生活で貯蓄

をする余裕を持てるのか,ど ういうものが 「貯蓄」といえるのか,と いった点である。い

ずれも現金収入が限 られている農民向けの話が中心であった。前者については,森 林農法

を進めることで,自 給率が高まり,食 糧を買うために必要な現金支出が減るという話など

である。後者は,例 えば家畜を飼うことで,い ざというときに販売 して現金収入を得るこ

とができるため,こ れも貯蓄の一種だという話である。ちなみに,家 畜,特 に鶏などの家

禽は,家 庭か ら出る廃棄物を食べさせて育てることができるので,家 禽を飼うことで追加

的な支出は必要ない。

人々が預金の習1貫を持つために,貯 蓄目的のはっきりした口座を提供 している。たとえ

ば,子 どもたちが預金の習慣をつけるために,金 利を優遇 した預金口座を子どもたちにプ

レゼ ントしたり,家 族の祝い事のための口座を設けることである。なお,預 金金利は,目

的によってそれぞれ異なる金利が設定されているが,9～13%で ある。

利便性の向上については,交 通が不便な地域事情(5)を考慮 して,ス タッフが100以 上の村

に出向いて,窓 口業務を行っている。また,市(い ち)な どに出店する人々の利便性を考

えて,ケ ツァランに設けている店舗は日曜日も業務を行っている。店舗はケツァランにあ

る本店以外に,遠 方の村に2カ 所支店を持っている。

融資は,家 庭向けと事業向けの二種類に分けられる。家庭向けの金利は1～3%と 非常

に低い。物的担保も必要ではない。住民にとっては,安 心 して借 りることができる存在と

なっている。 トセパン トミンに口座を持つことは,先 述 したように,ト セパンの組合員に

(5)自 動車の保有 は一般的でない。町 までの乗 り合いバスを利用す るか,徒 歩が一般的であ る。 ト

セパ ンの代表であ るナサ リオ氏 も本部で会合があ るときには2時 間の距離を歩いて くる。
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な る条 件 で も あ る。 トセ パ ンの 様 々な 事 業 に参 加 す る た め に,ま ず は 口座 を 作 らな けれ ば

な らな い。 つ ま り,ト セ パ ンの 組 合 員 数 は 口座 数 で も あ る。 ただ し,口 座 数 は一 世 帯 に一

つ と は限 らな い た め,組 合 に関 わ って い る世 帯 数,家 族 を含 め た住 民 数 は正 確 に は把 握 で

きて い な い。

家 庭 向 けの 融 資 で は,出 産 時,病 気 ・事 故 な どの 緊 急 事 態,住 宅 ロー ン,そ の 他 の つ な

ぎ融 資 な どが あ げ られ る。 も ち ろん,コ ー ヒー生 産 に必 要 な 苗 の 購 入 時 の 融 資 や,不 作 時

の 生 活 支 援 な ど に も利 用 され て い る。 融 資 を 受 け る た め に は,ト セ パ ン に 口座 を 持 って い

る必 要 が あ る。

事 業 向 けの 融 資 は,ト セ パ ン 自体 の 事 業 の よ う に大 規 模 な もの も あ るが,女 性 グル ー プ

が 小 規 模 な 事 業 を 興 す 場 合 に も利 用 され る。 これ まで に,ト ル テ ィー ヤ工 場(半 自動 で ト

ル テ ィ ー ヤが 製 造 され る),べ 一 カ リー,建 材 屋,ハ ンデ ィ ク ラ フ トの 店 な どが 女 性 グル ー

プ に よ って 設 立 され た。 女 性 グル ー プ以 外 へ の 融 資 と して は,地 域 に植 物 の 苗 を 供 給 す る

事 業 が あ る。 苗 の 製 造 事 業 で は,コ ー ヒーや オ ール スパ イ スな どの 苗 を オ ー ガ ニ ックな 手

法 で 生 産 して お り,地 域 で 有 機 農 業 を営 む 生 産 者 に供 給 して い る。

事 業 向 けの 融 資 を 受 け る た め に は い くつ か の 条 件 が あ る。 その 中で 重 要 な の は,人 的 担

保 の 存 在 で あ る。 トセ パ ン トミンか ら融 資 を受 け る た め に は,そ れ まで に トセ パ ンで 活 動

し,あ る程 度 貯 蓄 を 行 って い る必 要 が あ る。 その 活 動 の 中で,5～7人 の グル ー プを 地 域

で 作 り,グ ル ー プの 連 帯 責 任 と して 融 資 を 受 け る。 この 仕 組 み は,一 般 的 に途 上 国 の マ イ

ク ロ フ ァイ ナ ンスで 行 わ れ て い る方 法 で あ り,焦 げ付 きの リス クを 低 くす る効 果 が あ る と

いわ れ て い る。

表3コ ー ヒー生産量の推移 と内訳

有機栽培 慣行栽培 合計 有機栽培の割合

2002

2003

2004

2005

2006

2007

1,454

1,904

1,954

2,384

3,446

2,777

N/A

N/A

1,482

735

1,941

1,425

1,454

1,904

3,436

3,119

5,386

4,202

100.0%

100.0%

56.9%

76.4%

64.0%

66.1%

プエ ブラ州全体の生産量

トセパ ンの コー ヒーが 占め る割合

トセパ ンの有機 コー ヒーが 占あ る割合

単 位:Qq(46kg)

13,885

30。3%

20.0%
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2.6地 域 文化 の継 承

若 い頃 に地 域 を 離 れ,定 年 間 近 に地 元 に戻 って くるUタ ー ンが 日本 で も増 え て い る と い

う。 この よ うな 人 々の 増 加 に よ り,地 方 で は農 業 の 担 い手 が 増 え た り,消 費 活 動 が 活 発 に

な っ た りす る な ど,様 々な 効 果 が 期 待 され て い る。 一 方 で,彼(女)ら は,地 元 出身 で あ

る と は いえ,若 い頃 に土 地 を離 れ て しま って い る た め,地 域 の 暮 ら し ・文 化 を 十 分 に学 ん

で いな い。 それ らに十 分 に触 れ る前 に都 会 に 出て しま って い る た め,Uタ ー ン と は いえ,

地 元 に住 み 続 け る人 と比 べ る と,地 域 文 化 の 体 験 量 が は るか に低 い(6)。

トセパ ンの 場 合 に は,ト セ パ ン全 体 で 数 十 人 の 若 者 を 雇 用 して い るた め,彼(女)ら が

地 域 で 年 を と る過 程 で 様 々な 行 事 や イベ ン トを 体 験 し,自 然 に文 化 を 継 承 して い る。 や が

て は,彼 らが40～50代 にな る と,若 者 を 指 導 しな が ら,自 らが 地 域 の 行 事 を 運 営 して い く

こ とが で き る。

トセパ ンが 活 動 す る地 域 で も,地 域 文 化 の 継 承 は積 極 的 に行 わ れ て い る。 筆 者 が 滞 在 中

に も,ボ ラ ドー レス と い う儀 式 が ケ ツ ァ ラ ンで 開 催 され た。 この 儀 式 はケ ツ ァ ラ ンだ けで

な く,そ の 周 辺 の 村 で 継 承 され て い る儀 式 で あ る。 ボ ラ ドー レス と は,数 十 メー トル の 高

さの 柱 か ら,縄 で 体 を 結 ん だ 人 々が 回 りな が ら降 りて くる儀 式 で あ る。 ア ス テ カ文 明 の 頃

か ら行 わ れ て い る と言 わ れ て お り,神 に捧 げ る儀 式 で あ る。

わ れ わ れ が 訪 問 した時 期 に は,ト セ パ ン設 立30周 年 の 式 典 が 行 わ れ て お り,ウ ァ ウ ワ ス

と ケ ツ ァール の ダ ン スの2種 類 の 踊 りが 披 露 され た。 ウ ァウ ワ ス は,足 で つ か ま った 十 字

型 の 棒 が 縦 に高 速 で 回 転 す る儀 式(ダ ン ス)で,神 に捧 げ る踊 りで あ る。 十 字 の 棒 は東 西

南 北 それ ぞれ の 神 を 象 徴 して お り,ア ス テ カ カ レン ダー の 動 きを イ メー ジ して い る。 先 述

した ボ ラ ドー レス と ウ ァ ウ ワ ス は,20歳 前 後 の 男 女 が 踊 る踊 りで あ った 。 一 方,ケ ツ ァー

ル の ダ ンス は こ ど も た ち 中心 の 踊 りで あ る。 こ ど も達 は,数 十 種 類 あ る と言 わ れ る踊 りを

覚 え る た め に,毎 週6時 間 程 度 の練 習 に参 加 す る必 要 が あ る。 これ ら の ダ ン ス を習 うの

は,希 望 した もの だ けで す べ て の こ ど もが 習 得 して い るわ けで はな い。

ま た,経 済 活 動 の べ 一 ス とな る農 地 で も,農 地 を森 林 に近 い形 に近 づ け る こ とで,在 来

の 植 物 が 戻 って き て い る と い う。 現 地 の 自然 の森 に は約1,000種 の 植 物 が あ る と言 わ れ る

が,地 域 の 先 住 民 は350種 を伝 統 的 に利 用 して い る。 在 来 植 物 の利 用 方 法 に関 して も,世 代

の 異 な る農 民 同士 の 交 流 を 増 や す こ とで,知 識 の 伝 承 を 意 識 的 に行 って い る。

(6)筆 者が以前調査 した鹿児島県の離島で は,高 校を どこで過 ごしたかが地域文化の継承に とって

重要であ るとい う。 中学生を終えた まだ こどもともいえ る年代で,高 校 に行 くために島を出て し

まうと,地 域の伝統を継承 しに くくな ると言われて いた。
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3.生 産基盤か ら生み出 され るサ ー ビス

3.1コ ー ヒー の 生 産 と加 工

メ キ シ コの コー ヒー 産 業 は,2007年 現 在 で 世 界 第6位 の 生 産 量 で あ る。 た だ し,輸 出 に

占 め る販 売 額 は1%に も満 たず,主 要 な 輸 出産 品 と はな って いな い。 しか しな が ら,国 土

の 大 部 分 を 占 め る農 村 部 に お い て は トウ モ ロ コ シ と並 ん で貴 重 な 換 金 作 物 で あ る(FAO

(2008))○

トセパ ンの 主 産 物 は コー ヒー で あ る。 コー ヒー は,有 機 栽 培 認 証 を 取 得 した 農 地 か らの

もの と そ うで な い もの の 二 種 類 が あ る。 生 産 量 の ほ ぼ60%が 有 機 栽 培 認 証 を 受 けて い る。

コ ー ヒーの 生 産 量 の 推 移 を 表3に 示 した。

組 合 員 は基 本 的 に研 修 を受 けて,後 述 す る森 林 農 法 で 栽 培 した コー ヒー を 出荷 す る。 有

機 栽 培 で な い コー ヒー は,現 在 有 機 栽 培 の 認 証 を 取 得 す るべ く取 り組 ん で い る畑 の もの

や,組 合 員 以 外 が 栽 培 した コー ヒー を買 い取 っ た もの で あ る。 トセ パ ンが 生 産 物 の 認 証 を

受 け て い る機 関 は,Certimex(http://www.comerciojusto.com.mx)と い う メ キ シ コ

の 機 関 で,オ ー ガニ ック(有 機 栽 培)認 証 と フ ェ ア トレー ド認 証 の 両 方 を 取 得 して い る。

オ ー ガニ ック認 証 は2000年 か ら,フ ェ ア トレー ド認 証 は2007年 か ら取 得 して い る。

一 般 に コー ヒー の 品 種 に は ア ラ ビ カ種 と ロ ブ ス タ 種 が あ る
。 トセ パ ンで生 産 す る コー

ヒー はす べ て ア ラ ビカ種 で あ る。 ア ラ ビカ種 の 方 が 高 品 質 で あ る と言 わ れ て お り,主 に レ

ギ ュ ラ ー コ ー ヒー と して 利 用 され る。 ロ ブ ス タ種 は低 価 格 の レギ ュ ラー コー ヒー に ブ レン

ドと して 混 ぜ られ た り,イ ン ス タ ン トコ ー ヒーの 主 原 料 と して 利 用 され る。

コ ー ヒーの 収 穫 は,各 組 合 員 が それ ぞ れ 行 う。 この 地 域 の コー ヒー は,同 じ房 が 同時 に

熟 す るわ けで はな く,少 しず つ 熟 して い くた め,熟 した果 実 か ら収 穫 す る。 そ の た め,森

の 中の 木 を一 本 ず つ まわ りな が ら手 で 摘 む 。 収 穫 した果 実 は水 に浸 して,果 皮 を 外 した う

え で,ト セパ ンに納 品 す る。

組 合 員 や 地 域 の 生 産 者 が 収 穫 した コ ー ヒー は,加 工 場 に運 ばれ 工 場 で 機 械 乾 燥 させ る。

トセパ ン地 域 は高 温 多 雨 で 多 湿 な の で,天 日乾 燥 は基 本 的 に行 な わ ず,機 械 乾 燥 で あ る。

乾 燥 され た豆 は機 械 選 別 され た後,倉 庫 で 保 管 され,受 注 を 受 けて 出荷 され る。 日本 向 け

に は生 豆 の 状 態 で 出荷 され て い るが,ヨ ー ロ ッパ 向 け に は焙 煎 した もの を 粉 に ひ き,袋 詰

め して 出荷 して い る もの も あ る。 トセ パ ンで は,メ キ シ コ国 内の 需 要 拡 大 を め ざ して い る

た め,こ の 加 工 設 備 は今 後 さ らに利 用 度 が 高 ま る と考 え られ る。 当 然 な が ら,生 豆 で 出荷
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するよりも加工 して袋詰めにした方が利益率も高い。焙煎か ら袋詰めの行程は機械が一貫

して行うため,ほ とんど人手はかか らない。なお,こ の機械も トセパン トミンが出資 して

購入設置 したものである。

組合員として生産に参加するためには,組 合が実施する3日 間の研修を受ける必要があ

る。研修を受けて畑が一定の条件を満たした組合員のコー ヒーは有機農法で栽培 したコー

ヒーとして認められる。なお,組 合に参加 していない生産者の生産物は,組 合員に対する

買い取 り価格の6割 の価格で買い取る。

加工段階においては,取 り除いた果皮を環境中に放出することによる水資源の汚染にも

配慮 し,果 皮は,回 収 して堆肥化 している。乾燥後の豆を生豆として出荷する際に取 り除

かれる外皮 もたい肥化はもとより,日 本におけるもみ殻 と同様に多様な使い方がなされ

る。例えば,滑 りやすいところに散布 したり,覆 土として利用するなどの事例は滞在中も

見 られ,基 本的に土壌還元されている。

慣行農法によって生産された苗の場合,種 や苗段階で農薬が使用されるため,こ れらを

使用すると有機栽培認証を受けることができない。そこで トセパンでは苗木を育成する専

門の会社を設立 し,有 機農法での種苗生産を行なっている。また,受 粉を促進するための

蝶も自前で育てている。苗の育成にもコー ヒーの果皮などをたい肥化 したものが利用され

ている。

表4農 法の違い による収入の比較

森林農法

慣行農法

組合員の平均作付面積

コー ヒーの本数

収 量

出荷額

平均年収

組合員の平均作付面積

コー ヒーの本数

収 量

出荷額

平均年収

0.9ha

lhaあ た り約1,500-2,500本

1本 あ た り 年 間2キ ロ

3。5ペ ソ/kg(実 の ま ま)程 度

2×2,000×0.9×3.5=12,600ペ ソ

0。9ha

lhaあ た り約4,000本

1本 あ た り年 間2キ ロ

2。3ペソ/kg(実 の ま ま)程 度

2×2,000×0。9×2。3=16,800ペ ソ

3.2森 林 農 法 に よ る生 活 モ デ ル

森 林 農 法 を営 む こ とで,コ ー ヒーの 生 産 量 自体 は減 少 す る。 ただ し,生 産 す る コー ヒー

の 品質 が 向上 す る た め,買 い 取 り金 額 は高 くな る。 ま た,森 林 か ら とれ る様 々な 作 物 が
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日 々の 食 卓 に上 る た め,食 費 の 低 下 に も貢 献 す る。

コ ー ヒー に よ る平 均 所 得 は,12,600ペ ソ/年 程 度(表4参 照)と 試 算 さ れ る(7>。(9,450

～15
,750ペ ソ,1ペ ソ ー約10円)。 コー ヒー を慣 行 農 法 で栽 培 した場 合 に は,収 量 はお よそ

倍,納 入 価 格 が お よ そ3分 の2で あ るた め,お お よ そ16,800ペ ソ程 度 で あ る。 慣 行 栽 培 の

場 合 に は,こ こか ら さ ら に化 学肥 料 ・農 薬 代 を支 払 い,日 々 の食 材 費 が必 要 で あ る。 ま た,

慣 行 栽 培 の 買 い と り価 格 は国 際 相 場 に よ って 大 幅 に変 化 す る た め,収 入 は安 定 しな い。

食 糧 の 大 半 を森 林 に よ って まか な う こ とが で き る メ リ ッ トは,食 費 が 助 か る以 外 に も い

くつ か 考 え られ る。 まず は,食 糧 が コ ー ヒー と 同 じ場 所 か ら得 られ るた め,現 金 獲 得 の た

めの 主 要 な 業 務 で あ る コー ヒー の 管 理 と 同時 に食 糧 を 得 る こ とが で き る。 す な わ ち,食 糧

生 産 の 手 間 を最 低 限 に抑 え られ る。 次 に,食 糧 が 自給 で き る と い う こ と は,コ ー ヒー か ら

の 収 入 が 不 安 定 で も,最 低 限 の 生 活 は保 障 され る こ とを 意 味 す る。

3.3販 売方法:フ ェア トレー ド

作物のできる量や質によって収入が左右されるのは,農 業を営む以上,基 本的な市場原

理であり,受 け入れるべきリスクである。 このため,豊 作でよい作物がたくさんできても,

価格が大幅に低下 し,収 入が減ることもある。 しか しなが ら,コ ーヒーの国際価格は,国

際市場で決定されている。地域の産物の価格が国際市場の動向によって左右されるという

ことは,地 域の作柄 と価格が連動 しないことを意味する。そのため,仮 に地域が不作で

あっても国際的には豊作であれば価格は低下するし,逆 もまたあり得る。途上国の生産者

は,設 備投資はもとより,種 苗の購入のために借金を しているケースが多 く,外 部的な要

因による作物の価格変動が致命的になる可能性がある。

この点,ト セパンでは,先 述のとおり自分たちで種苗を育成 し,種 苗会社への支払いも

最低限に抑えている。また,自 分たちの種苗会社を持つことで,新 たな雇用も生み出して

いる。資金に関 しては,自 前の銀行=ト セパ ントミンにより,低 利での資金調達を可能に

して,リ スクをさらに軽減 している。

一方,ト セパ ン自身の努力 に加えて,販 売方法の工夫 も行 っている。それがフェア ト

レー ドと呼ばれる取引方法である。フェア トレー ドでは,生 産物を平均的な市場価格より

も高 く設定する以外に,長 期契約と先払いという取引方法で,生 産者が抱えるリスクを軽

(7)我 々の 訪 問 した,ド ン ・ル イ スの 森(ウ ェ ン ビオ)で の話 で は,1ha当 た りの平 均 収 量 は,15Qq
=675kgで ,1本 当 た り2kgの 収 穫 とす る と,300本 程 度 しか 植 え て い な い こ とに な る。 ル イ ス

の 場 合,コ ー ヒー の割 合 が か な り少 な く,収 量 が5haで50Qq程 度 と い う こ と で あ った の で,年

収 が5,625ペ ソ と試 算 され る。
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減する(8)。一般的な市場取引に比べると,途 上国の生産者にとっては安心できるシステム

である。フェア トレー ドは,通 常の取引では外部性として考慮されない生産過程での環境

負荷や生産者の生活を内部化 している。

3.4ツ ーリズム

物見遊山とは一線を画す旅行形態として提案されたのがエコツーリズムである。エコ

ツーリズムは,「環境教育的側面を不可欠な要素として組み込んだ,地 域文化観光の一形態

(深見他,2003)」 と定義される。定義か らは,環 境教育を行える能力を持つガイ ドが同行

することが不可欠であると考え られるが,日 本での実態は必ず しもそうはなっていない。

単に 「自然に親 しむ」ことや 「自然生態系が豊かな場所を見学する」ことが含まれていれ

ば 「エコツアー」という名称が利用されている。

エコツーリズムは,そ もそも地域環境を保全することが重要な目的であるとされ,そ の

ための理解を深めると同時に,人 々の行動を変える契機となることを目指 している。定義

に環境教育が含まれているのは,ま さにそのためである。たとえば,単 なる 「そば打ち体

験」でも,方 法によっては単なる観光や体験にもなるし,地 域がそばと関わってきた文化

や歴史を学ぶことができるエコツアーにもな りうる。エコツアーについては,地 域住民が

行っているか,そ うでないかを基準にするケースもあるが,地 域住民にも地域文化や環境

に関心を持たないケースもある。かえって地域住民のほうが世界で起こっている自然環境

の衰退に鈍感で,周 辺環境に悪影響を与えることに鈍感なケースも多い。

トセパ ンの ミッションは,地 域文化を維持することと自然生態系を保全することの両立

である。それゆえ,ト セパンを訪問 し,ス タッフに取 り組みを紹介 してもらうこと自体が

すでにエコツアーであると考えることもできる。ただ し,そ れでは トセパンの取 り組みが

見えな くなって しまうため,以 下では,環 境教育関係の機能に焦点を当てて,宿 泊施設 と,

個別のプログラムについて,訪 問者の形態別に検討する。

3.4.1滞 在 拠 点:ト セ パ ンカ リ

トセパ ンカ リは宿 泊 施 設 や 研 修 施 設,食 堂 を含 む エ リアで あ る。 対 象 と して い るの は,

(8)ブ ラ ウ ン(1998)は,フ ェ ア トレー ドを 包 括 的 に解 説 して い る。 ま た,フ ェア トレー ドの 基 準

と して,ATO(AlternativeTradeOrganization)の 取 引基 準 を 紹 介 して い る(p.334)。ATO

で は,生 産 物 の 種 類,加 工 の 過 程,対 象 とな る現 地 生 産 者,対 象 国,そ の ほか の 条 件 に よ って 認

証 を 行 っ て い る。認 証 機 関 と して は,現 在 はFLO(FairtradeLabelingOrganization)が も っ

と も有 名 で あ ろ う。
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組合関係者の研修と外部者の受け入れである。後者については,主 にメキシコ国内の学校

か らの学生 と,そ れ以外(一 般人)に 分けることができる。 トセパ ンカリへの訪問者 は

年々増えており,2006年 には1,854人(前 年比34%増)の 訪問者 と298人 の組合員の使用が

あった。宿泊施設の稼働率は70%だ った。訪問客の自宅はメキシコが多いのは当然である

が,フ ランス ・ドイツ ・日本か らも訪れる人がある。

トセパ ンカリを拠点として,キ ャンプ用の場所(ケ イバーニ ャス)や,森 林農法の森

(ウェンビオ),チ ボス トックなどの環境教育スペースが地域に散在 しており,ガ イ ドの案

内で,利 用者の要望に応 じた体験が可能である。

トセパ ンカリの宿泊施設はもともと,組 合関係者の研修施設及び研修時の宿泊施設とし

て建設された(9)。トセパンに関わる生産者で車を保有 している生産者はほとんどいない。

トセパ ンのエ リアは車で2時 間半かかる場所まで広がっているため,ト セパンに来るまで

に徒歩で数時間かかるのが通常であり,研 修のために毎日通うことは事実上困難である。

研修対象者は トセパ ンカリで宿泊 しなが ら,森 林を保全 しなが らコーヒーやオールスパイ

スを生産する方法を施設内に設けられた農場を題材にしなが ら学ぶ。また,現 在幼稚園と

して利用されている建物が利用 している雨水利用や排水処理システムなどの中間技術を,

実地で学ぶこともできる。

3.4.2環 境 学 習

トセパ ンを訪 問 す る人 々の う ち,学 生 や 生 徒 は環 境 教 育 を 目的 と して い る。 これ らの 学

生 の た め に は,ト セ パ ン創 設 者 の ひ と りで あ る ドン ・ル イ スが 所 有 す る農 場,ウ ェ ン ビオ

が 用 い られ る。 同農 場 は,日 本 の 財 団 の 支 援 も あ り,環 境 教 育 用 の スペ ー ス と して 整 備 さ

れ た。 ウ ェ ン ビオ は,環 境 教 育 プ ロ グ ラ ム と後 述 す る滞 在 型 ツー リズ ムの 試 行 的 な 例 と位

置 付 け られ て い る。 今 後 は,ウ ェ ン ビオ を モ デル と して,ト セ パ ン にか か わ る人 々の 農 場

で も プ ロ グ ラ ムが 実 践 され る可 能 性 が あ る。

ウ ェ ン ビオ で は,植 物 等 の 知 識 が豊 富 な ガ イ ドが 森 を 案 内す る。 森 の 中 の 植 物 に つ い

て,利 用 方 法 や 先 住 民 に伝 わ るエ ピソ ー ドの 解 説 が あ る。 た とえ ば,森 に 自生 す る植 物 の

(9)関 係者 という意味では,幼 児教育 も自前で行 って いる。幼稚園 は,モ ンテ ッソー リ教育を2005

年 よ り実施 して いる。 これは2004年 に現地 を訪れ た深津 高子氏 の影響 で ある。な お,モ ンテ ッ

ソー リ教育 につ いて は,モ ンテ ッソー リ(1997)な どが参考 にな る。外部のアイデアを柔軟 に取

り入れ る例の一つ として考え られ よう。同幼稚園は,ト セパ ンの活動を十分 に理解 したメ ンバー

に解放 されてい る。幼稚園で は,こ どもた ちの 自発性を重ん じた教育が実践 されてい るよ うで,

訪問時に もこどもた ちは,お 絵か き,積 み木,粘 土細工で遊んだ り,ラ ンチ ョンマ ッ トを畳んだ

り,そ れぞれ関心のあ る作業や遊びを して過 ごして いた。今後は,幼 稚園で育 った こども達が成

長す るにつれて,小 学校を運営す る計画 もあ る。
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う ち,貴 重 な 現 金 収 入 作 物 で あ るバ ニ ラの エ ピ ソー ドが あ る。 一 般 にバ ニ ラ は 自然 受 粉 が

難 しい植 物 で あ り,手 で 受 粉 す るが 難 しい作 業 で あ る うえ に時 間 の か か る作 業 で あ る。 し

か し,地 域 で ハ チ ミツ を取 る た め に育 て て い る土 着 の ハ チ は,こ の 花 の 細 長 い形 状 に適 応

して お り,ミ ツを 採 取 す る過 程 で,受 粉 す る こ とが で き る。 その た め,土 着 の ハ チを 森 の

近 くで 育 て る こ と は,バ ニ ラ を収 穫 す る こ と に もつ な が る。 な お,こ の 森 に は さ ま ざ まな

野 生 生 物 が 生 活 し一一見 天 然 林 と見 紛 うが,1970年 頃 は地 域 の 他 の コー ヒー 農 地 と 同様 大 規

模 な プ ラ ンテ ー シ ョン と牧 場 で あ り,草 地 で あ っ た そ うで あ る。

現 地 で 体 験 で き る プ ロ グ ラ ム と して は,見 学 の ほか に,シ ナ モ ン ス テ ィ ックの 作 成 体 験

が 試 験 的 に提 供 され て い る。 森 か らとれ る シ ナ モ ンの 木 を ナ イ フや ナ タで 剥 いて,シ ナモ

ンス テ ィ ック を作 る体 験 で あ る。 今 後 は,こ の よ うな 体 験 プ ロ グ ラ ムの 充 実 を はか る こ と

が 検 討 され て い る。

ウ ェ ン ビオ に は,ド ン ・ル イ スの 自宅 も あ り,自 宅 の 食 堂 で プ ロ グ ラ ム参 加 者 は食 事 を

す る こ とが で き る。 ま た,自 宅 を 見 学 す る こ と もで き,地 域 の 人 々の 暮 ら しを 直 接 見 学 す

る こ と も可 能 で あ る。 自宅 で 食 事 を し,見 学 を受 け入 れ る こ とで,農 場 の 所 有 者 は,追 加

的 な現 金 収 入 を得 る。

な お,現 地 の 環 境 教 育 につ いて,我 々が 体 験 し,質 問 した範 囲 で は,日 本 の 環 境 教 育 が

実 践 して い る参 加 型 学 習(ハ ー ト(2000,p.42))と い った レベ ル には な い 。 現 状 で は,ガ

イ ド付 きの エ コ ツ アー と い う レベ ル で あ る。 この 地 の 環 境 教 育 が 日本 な どで 行 わ れ て い る

よ うな 「気 づ き」 の 契 機 とな る レベ ル,あ る い は参 加 型 学 習 の 一一手 段 と して 位 置 づ け られ

る た め に は,建 設 中の キ ャ ン プサ イ トで あ る ケ イバ ー ニ ャ スが 完 成 す る必 要 が あ るの か も

しれ な い。 た だ し,実 際 の トセ パ ンの 生 活 を 考 え るな らば,周 辺 環 境 は十 分 に豊 か で あ る

し,日 本 ほ ど人 間 関 係 が 希 薄 化 して いな い た め,環 境 教 育 に求 め る もの 自体 が 異 な って い

る可 能 性 も あ る。

3.4.3外 部 者 向 けの エ コ ツー リズ ム

外 部 者 に 向 けて の プ ロ グ ラ ム は現 在 開 発 中で あ る。 プ ロ グ ラ ム は,地 域 の 歴 史 ・文 化 資

源 を訪 問 す る こ と,コ ー ヒー 農 園 で の 体 験 プ ロ グ ラ ム と,ト レ ッキ ン グ プ ロ グ ラ ムか らな

る。

トセパ ンの あ る地 域 に は,ト セ パ ンが 周 辺 の 土 地 を 購 入 し保 全 に努 めて い る チ ボ ス トッ

ク(雄 ヤ ギの 洞 窟)や ヨ ワ リチ ャ ン遺 跡(9～10世 紀 頃,ナ ワ ッ ト族 に攻 め られ た ト トナ

カ族 の 集 会 所 と して 使 わ れ て い た遺 跡),あ る い は ラ ス ブ リサ ス の滝 な ど,さ ま ざ まな 観 光
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資 源 が あ る。 ま た,観 光 用 に馬 を育 て て い る グル ー プ も あ る た め,こ れ らを 活 用 す る こ と

で,外 部 向 けの 観 光 プ ロ グ ラ ムを 開 発 す る こ とが で き た。

筆 者 が 参 加 した一 日の ツ アー は,ト レ ッキ ン グ プ ロ グ ラ ムで あ った 。 洞 窟 見 学,ト レ ッ

キ ング,滝(ラ ス ブ リサ スの 滝)見 学,滝 壺 の 上 を 通 る道,乗 馬,川 で の 休 憩 と盛 りだ く

さん の 内容 だ っ た。

チ ボ ス トッ クの 洞 窟 は,道 路 か ら500メ ー トル ほ ど離 れ た場 所 に あ る岩 山 の下 に あ る洞

窟 で,以 前 は住 民 の ごみ 捨 て 場 にな って い た と い う。 それ を トセ パ ンが 周 辺 の 土 地 を 含 め

て 買 い取 り,整 備 した。 洞 窟 の 入 口 に は,コ ー ヒー豆 の 皮 が 滑 り止 め代 わ りに敷 か れ て お

り,地 域 資 源 を有 効 活 用 しよ う とす る トセ パ ン ら しい工 夫 で あ る と感 じた 。 洞 窟 は,も と

も と は ケ ツ ァラ ンの 中心 に あ る教 会 の 地 下 につ な が って い る と いわ れ て いた が,現 在 で は

50メ ー トル ほ ど入 った と ころ で崩 れ て しま って い る。 ま た,古 い 伝 承 で は,こ の 洞 窟 は先

住 民 が 死 の 世 界 の 精 霊(悪 霊)に 捧 げ もの をす る場 所 で あ る と伝 え られ て い る。 この 伝 承

は お そ ら く,キ リス ト教 伝 来 後 に,土 着 の 宗 教 を 捨 て させ る た め に伝 承 が 変 容 され た もの

で あ る と考 え られ る。

車 を降 りて15分 ほ ど谷 底 に向 か って 歩 くと,最 初 の 休 憩 所 が あ る。 この 休 憩 所 は,大 人

数 の 宿 泊 を可 能 とす る た め,現 在 い くつ か の キ ャ ビン と 中心 とな る建 物 を 建 設 中で あ る。

キ ャ ビ ンは ケ イバ ーニ ャ ス(洞 窟)と 呼 ばれ て お り,そ れ ぞ れ に形 が 異 な る もの が4つ あ

る。 いず れ も竹 と鉄 筋 を 組 み 合 わ せ て フ レー ム と して,上 か らコ ン ク リー トを 塗 る と い う

工 法 を用 いて い る。 これ らの 建 造 物 は,ト セ パ ン カ リと 同様,手 作 りで あ る。 わ れ わ れ が

訪 問 した 日 も10人 以 上 の現 地 住 民 が作 業 に従 事 して い た 。 キ ャ ビ ン は宿 泊 可 能 人 数 が 異

な って お り,3～4人 の もの か ら,6～7人 が 宿 泊 可 能 で あ る と思 わ れ る もの まで 様 々で

あ る。 ま た,こ の サ イ トで は川 魚 の 養 殖 プー ル が あ り,育 成 が 試 み られ て い る。

トレ ッキ ング 中 に は,コ ー ヒー農 園 を通 過 した が,こ の農 園 は慣 行 栽 培 の農 地 で あ った。

森 林 農 法 の コ ー ヒー農 園 と比 較 す る と,ま ず 木 が コ ー ヒー しか な い。 た だ し,農 薬 の 使 用

量 が 少 な いか らか も知 れ な いが,下 草 は予 想 以 上 に生 え て お り,芝 生 の よ うな 感 じで あ っ

た。 一 般 に コ ー ヒーが 栽 培 され る現 場 を 見 た こ とが な い訪 問 者 が 多 い と考 え られ るの で,

慣 行 農 法 の 畑 も見 学 で き る こ とで 森 林 農 法 との 違 い を実 地 に体 験 で き る。 トセ パ ンの 人 々

に は見 慣 れ た光 景 か も しれ な いが,両 者 を 比 較 す る貴 重 な 機 会 で あ るか ら少 し詳 し く説 明

す べ きで あ っ た。
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4.結 論

トセパンはもともとは生活物資の共同購入組合であったが,会 員ネ ットワークとして

は,コ ーヒーとオールスパイスの共同出荷組合としての方が強かった。そのため,農 業関

係者が組合員の大半を占めていた。銀行を設立することで,預 金者=ト セパンのメンバー

という関係が生まれた。銀行の融資サー ビスにも一般の人々の生活を支えるサービスが多

く含まれている。そのため,ト セパンに関わる可能性がある人の母集団がそれまでの農業

関係者か ら一気に地域の人々全体へと広がった。

また,ト セパンの活動地域は,当 初はナワット族主体の地域のみだったが,銀 行設立の

前後にこれまでの方針を修正 し,ト トナカ族(ナ ワット族以前に地域に住んでいた人々)

の村の加盟も認めた。この地域の トトナカ族は地域ではより少数の民族であり,メ キシコ

全体でもっとも貧 しい地域の上位10位 以内に入る地域に住んでいる。 トセパンの活動を通

じて,彼 らの生活向上を支援 している。

多様な事業を手がけることと,地 域に根付いた活動をすることで,こ れまで農民 しか関

わ りのなかった トセパンの活動に,ケ ツァランの住民全体を トセパンに巻き込むことに成

功 した点は,ト セパン トミンの大きな成果の一一つであった。また,設 立後わずか9年 であ

るが,ト セパ ン全体のなかでもっとも収益を上げている事業に成長 している点も重要であ

る。

なお,貸 出金利の方が預け入れ金利より低い点が問題とな りそうであるが,こ の点につ

いては現在問い合わせ中である。おそらくは,短 期貸 し付けによって資金の回転率が高い

ことで収益を上げていると考え られる。

トセパ ンの持続可能性について評価を行った結果,森 林管理とビジネスの両面で持続可

能な事業運営をしていることが明 らかになった。 トセパ ンの事業は,森 林農法によるコー

ヒー栽培を中心としなが ら,複 数の作物の育成とエコツー リズム事業の育成により,多 角

化を図っている。いずれも森林資源を活用する事業であり,無 理のない展開である。

新規事業の展開と会員の拡大という面では,ト セパン トミンが組織を支える役割を果た

している。同銀行が持つ啓発機能は,住 民の生活を安定化させる役割も果た している。

近代化についてどう考えているのかは,十 分に調査することができなかった。地域が経

済発展する中で,今 後の生活がどうなるか という点については,将 来的な展望はあま り

持っていない。現状では,む しろ,森 林農法による地域作 りを充実させることに関心が集
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中している。エ コツー リズムにしろ単なる観光 にしろ,地 域が旅行の目的地 となること

は,地 域社会への影響がある。単純に外部の視点で評価することはできないが,ト セパン

でも急速に価値観の変化が訪れているように感 じる。

地域住民がツーリズムの題材として,地 域文化や生活環境をどこまで見せるのかは難 し

い問題である。参加者にとって,森 を散策するだけでは,森 林農法を実施する人々の実情

を知ることにはな らないため,地 域の文化を学ぶという需要はある。 しか しながら,農 民

側にとってみれば,自 宅を開放することは精神的な抵抗も大きい。今後は,ト セパンメン

バーの自宅に宿泊することなどもプログラムとしては考え られるが,現 時点では抵抗が大

きいようである。

トセパ ンへの参加が自発的である点も問題となる可能性がある。すなわち,各 集落には

トセパ ンの参加者とそうではない人々が混在 しており,ト セパ ンの活動にかかわらない人

には,エ コツーリズムで外部者が地域に入って くることを好まない人がいるのは当然であ

る。エコツーリズムの趣旨を参加者が十分に理解 しないままに,集 落に外部者を受け入れ

ることは地域でのあつれきを生む。同様のことは,日 本でも起きてお り,観 光関連産業の

従事者と,地 域住民,特 に農業従事者との間で摩擦が生まれる事例は多い。これは,観 光

関連産業で得た収入が農業関係者にまで十分に配分されないという事情もある。 トセパン

の場合には,メ ンバーになること自体は簡単であるし,預 金利子という形で配当を得るこ

ともできるので,再 配分の仕組みは日本の田舎よりも整っている印象がある。

エコツーリズムは,今 後 トセパンの大きな収益源となる可能性があるが,コ ーヒー農園

をはじめとする環境観察サイ トにおけるプログラムは,今 後改善の余地がある。外部者に

とっては,個 別の植物の名前やその利用方法は関心が低 く,む しろ,生 態系全体の解説や

自然環境と住民の関わ り方,森 林農法の紹介,あ るいは何 らかの体験プログラムを提供 し

た方がより満足度の高いプログラムとなる。現に筆者もコー ヒーの森での環境教育プログ

ラムにも参加 したが,多 くの植物の名前を覚えることはできなかった し,仮 に覚えたとし

ても今後役に立つとは思えなかった。ただ し,環 境学習のプログラムづ くりの問題は,日

本国内の環境学習施設でも同様であり,今 後の開発が望まれている分野である。
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